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              （「NIGHT」  Harold Pinter  1969） 

 

 

 

 

登 場 人 物  

 

    ・男 

    ・女 

 

 

 

 

 四十代の男と女が、コーヒーを飲みながら座っている。 

 

男 川のそばでの、あの時のことをいっているんだよ。  

女 いつのこと？  

男 最初の時だよ。橋の上。橋の上から始まったんだ。 

 

 間。 

 

女 覚えてないわ。 

男 橋の上だよ。ぼくたちは立ち止まって、川に目を落としていた。夜だったよ。桟橋の道は街灯が

灯っていた。ぼくたちだけだったね。ぼくたち、川を見つめていた。ぼくは君の小さな腰に手を置

いていた。覚えてない？  君のコートにぼくは手を入れていた。 

 

 間。 

 



女 冬だった？  

男 もちろん、冬だったよ。ぼくたちが出会った時だから。最初に散歩したときだった。覚えてるは

ずだよ。 

女 散歩したのは覚えてる。あなたと散歩したのは覚えているわ。 

男 初めての時？  ぼくたちの最初の散歩？  

女 ええ、もちろん。それは覚えてる。 

 

 間。 

 

女 広い所に続く道を歩いていった、いくつもの手すりの横を通って。広い所の角まで歩くと、私た

ちは手すりのそばで立ち止まったの。 

男 いや。立ち止まったのは橋の上だよ。 

 

 間。 

 

女 誰か他の人じゃない。 

男 なにいってんだ。 

女 他の子でしょ。 

男 何年も前の話だから君は忘れてるんだ。 

 

 間。 

 

男 水面の光を覚えてる。 

女 手すりのそばに立って、あなたは私の顔を手のひらで包んでくれた。とても優しくて、とても親切

だった。気にかけてくれてた。あなたはじっと私の顔を見て。私はどんな人だろう、何を考えてい

るんだろう、なにをするんだろうって思ってた。 

男 パーティで会ったんだよね。それは君も同じ意見？  

女 あれはなに？  

男 え？  

女 子供が泣くのが聞こえたような。 

男 なにも聞こえてないよ。 

女 子供がね、泣いてた、起きたのね。 

男 家は静かだよ。 

 

 間。 

 



男 もう遅いね。ずっとここにいるよ。ベッドに入った方がいいな。ぼくは朝早いんだ。やることがあ

って。なにかまだある？  

女 いいえ。なにも。ベッドに入るわ。やることがあるの。私、朝早いの。 

 

 間。 

 

男 ダウティーっていう男がパーティを開いたんだ。彼知ってるでしょ。ぼくは彼に会ったことがあっ

た。奥さんも知ってた。君とはそこで出会ったんだ。君は窓のそばに立っていた。ぼくが君にほほ

えむと、驚いたことに、君はほほえみ返したんだ。君はぼくのことが好きだった。驚いたよ。ぼく

のことを魅力的だと思ってたんだ。のちにそういっていた。ぼくの目が好きだったんだ。 

女 あなたが私の目を好きだったのよ。 

 

 間。 

 

女 私の手に触れて、私がどんな人か、なにをしてるのか聞いたわ。あなたは私の手をずっと触っ

ていて、あなたの指は私の指に触れたまま、上に下にと動かしていた。  

男 いや。ぼくたちは橋の上で立ち止まった。ぼくは君の後ろに立っていたんだ。ぼくは君のコート

の中に手を入れて、腰に触れていた。その手を感じていたんだね。 

 

 間。 

 

女 私たちはパーティにいたわ。ダウティーのパーティ。あなたは彼の奥さんを知っていた。奥さん

はあなたを愛おしそうに見ていたのよ、まるであなたが愛する人とでもいうように。あの人はあなた

のことを愛していたみたいね。私は愛していなかった。あなたのこと知らなかったもの。彼らは素

敵な家を持っていたわね。川のそばで。私を待ってるあなたを残して、私はコートを取りに行った。

私をエスコートするとあなたはいったけれど。とても恭しくて、礼儀正しくて、気持ちいいくらい丁

寧で、とてもまめだった。コートをさっと着て、窓の外を見たら、まだあなたは待っていたわね。

庭から川のほうにかけて目を移すと、水面に街灯が映っているのが見えた。それから、あなたの所

に戻って、手すり沿いに道を歩いていった、広い所に出るまで。たぶん公園ね。それからあなたの

車の所に行って、あなたは私を乗せた。  

 

 間。 

 

男 君の胸を触っていた。 

女 どこで？  

男 橋の上でだよ。君の胸の感触を覚えてる。 



女 本当に？  

男 君の後ろに立って。 

女 あなたがなにをしようとして、なにがしたかったのかわからないわ、あなたがなにを……。 

男 うん。 

女 どうするつもりだったのかしら、なにをしたかったのか、私にはよく。 

男 君のセーターの下に手を伸ばし、ブラジャーを外し、胸を触ったんだ。  

女 他の日よ、たぶん。別の人じゃない。 

男 君の肌に触れたぼくの指を覚えてない？  

女 あなたの手に？  私の胸が？  両手で？  

男 君の肌に触れたぼくの手を覚えてない？  

 

 間。 

 

女 私の後ろに立って？  

男 うん。 

女 でも、私の背中は手すりに当たってたのよ。手すりに触れてたのを覚えてるもの……私の後ろ。

あなたは私の前に立っていたのよ。私、あなたの目を見ていたんだから。コートも閉じていたわ。

寒かったもの。 

男 君のコートを脱がせたよ。 

女 とても遅い時間だったのよ。寒かった。 

男 それからぼくたちは橋から離れ、桟橋を歩いていき、ゴミ捨て場に来たんだ。 

女 それからあなたは私を抱いて、あなたは私に惚れたといって、ずっと面倒を見るといって、私の

声や、目、太もも、胸がこの世のものではないといって、あなたはずっと私の虜だといったの。 

男 そうだったね。 

女 あなたはずっと私の虜なのよ。 

男 そうだね。 

女 それで、私たちに子供ができて、座って、話をして、そしてあなたは橋と桟橋とゴミ捨て場の女

の思い出を語った。 

男 それで、君は手すりにもたれた尻と、君の手を握り君の目を見つめていた男性の思い出を語っ

た。 

女 私に優しく語る。 

男 君の優しい声で。夜、優しく彼らに語る。 

女 そして私がずっとあなたの虜になると、彼らはいった。 

男 ぼくが君の虜になるというんだ。 

 

 終わり。 


